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第 1 章 序論  
































































































の処理条件を変化させて、Ag-Cu 合金について色揚げを行い、第 3 章で用いた色彩の
評価法を適用して、色彩変化について検討する。この結果を第 3章の測定結果と比較す
る。 
 第 6 章では、色揚げ処理の耐食性を明らかにするため、Ag-Cu 合金について色揚げ





 第 7章では、本研究の成果を総括し、本研究の保存科学的意義について述べる。 
5 
参考文献  
1) 造幣局編纂『貨幣の生ひ立ち』朝日新聞社(1940)  
2) 田谷博吉 『近世銀座の研究』 吉川弘文館、(1963) 
3) 滝沢武雄、西脇康編集『日本史小百科 貨幣』東京堂出版(1999) 
4) 早川泰弘、三浦定俊、大貫摩里「江戸時代銀貨の色揚げに関する調査」文化財保存






科学会第 10 回大会発表要旨集』、(1993) 
8) 上田道男、「江戸期小判の品位をめぐる問題と非破壊分析結果について」、『金 
融研究』、日本銀行金融研究所、第 12 巻第２号、(1993) 
9) 国立歴史民俗博物館、『お金の玉手箱‐銭貨の列島 2000 年史』、(1997) 
10)桐野文良、北田正弘、飯野一朗、堀口光彦「色揚げした Au-Ag合金の色におよぼす

































































































































































第 7 章 総括  









7.2 本研究の結果  
7.2.1 江戸時代銀貨『豆板銀』及び『丁銀』の表面層の構造  





Ag に富んだ表面層が存在している。安政豆板銀の断面構造を TEM により調べると、
地金上には約 0.6 µmの Ag富化層と、約 0.8 µmの Cu2Oを主成分とする酸化物層が生


























































7.2.5 色揚げ処理によって形成された層の腐食挙動及び耐食効果  
 第 6章では、色揚げ処理によって生成されたCu2O層の耐食効果を明らかにするため、
色揚げ処理を行った試料と未処理の試料を用いて、温度 80 ℃の恒温環境及び温度






化において明確な差は得られなかった。一方、温度 80 ℃、湿度 90% RHの環境では、
366時間後、Ag濃度が 100%、45 wt%試料、色揚げ処理を行った試料をのぞく試料で
400~500 nm付近に吸収が確認された。また Ag濃度が 15 wt%の試料及び Ag濃度が
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